
正
徹
の
伝
記
を
功
ぐ
る
二
、
三
の
問
題

I
t
新
資
料
「
永
享
九
年
正
徹
詠
草
」
を
て
が
か
り
と
し
て

田

利

．
は
じ
あ
に

永
享
四
年
二
四
三
二
）
四
月
二
日
、
中
務
大
錆
の
臣
数
に
椙
を
と
っ
て
い

た
正
徹
は
、
今
熊
野
の
草
庵
が
類
火
に
あ
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
た
。
そ

の
時
、
二
十
歳
か
ら
読
み
お
い
て
き
た
歌
稿
、
二
万
六
、
七
千
百
も
、
同
時
に

灰
癌
に
き
し
た
。
時
に
正
徹
、
五
十
二
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
丹
割
薫
容
草

根
集
上
巻
一
三
参
照
）

現
存
す
る
「
草
根
集
」
は
、
こ
の
時
以
降
の
義
軍
を
書
き
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
正
徹
の
五
十
歳
前
の
伝
記
資
料
は
、
今
椙
野
の
草
庵
の
炎

上
と
同
時
に
消
血
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
草
根
集
」
の
永
享
元
年

二
四
二
九
）
か
ら
没
年
の
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
ま
で
の
日
次
詠
草
の
う

ち
、
宝
槙
元
年
二
四
四
九
）
以
降
は
、
歌
数
も
平
均
、
四
、
五
百
百
を
所
叙

し
、
充
実
し
た
日
次
詠
草
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
比
較
し
て
、
永
享
年
問

は
、
ま
と
ま
っ
た
詠
草
の
存
在
し
な
い
年
代
が
あ
る
。
永
享
三
、
七
、
八
、

九
、
十
、
十
一
、
十
二
の
各
年
は
、
定
数
歌
や
経
文
部
歌
に
、
若
干
の
歌
が
あ

る
が
、
日
次
詠
草
は
み
ら
れ
な
い
。
永
享
一
二
年
の
詠
草
は
、
焼
失
し
た
可
能
性

が
あ
る
が
、
他
の
六
年
間
は
、
最
初
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
十
月
八
日
、
三
条
酉
契
隆
は
足
利
萎
佃
の
打
開

の
資
料
と
し
て
「
正
徹
詠
草
」
か
ら
秀
歌
を
撰
抄
し
て
い
る
。

蒜
詠
草
整
㌣
冊
獣
諺
紋
妙
物
也

（
宍
隆
公
記
別
記
、
傍
点
筆
者
以
下
同
じ
）
　
（
注
－
）

こ
こ
で
資
料
と
な
っ
た
永
享
九
年
の
詠
草
は
、
丹
梅
本
草
根
集
等
に
み
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。
（
注
甘
）
こ
う
い
っ
た
例
か
ら
み
て
も
、
永
享
九
年
以
外

の
、
七
年
か
ら
十
二
年
ま
で
の
詠
草
も
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定

さ
れ
る
。
永
享
年
問
の
、
正
徹
の
、
め
ま
ぐ
る
し
い
居
住
地
の
移
動
な
ど
で

「
草
根
集
」
編
芸
当
時
に
は
、
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

▼
つ
。

正
徹
の
生
膵
に
あ
っ
て
、
永
享
年
問
は
、
最
も
巧
乱
の
多
か
っ
た
年
月
で
あ

っ
た
。
将
軍
義
教
に
忌
避
さ
れ
た
の
も
こ
調
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。
（
注
u
〕

永
享
五
年
八
月
、
勅
控
集
の
命
が
、
飛
鳥
井
雅
世
に
下
っ
た
が
（
満
済
唯
后
日

記
、
看
開
田
記
）
、
正
徹
の
歌
は
一
首
も
入
集
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
い
っ
た

社
会
的
圧
迫
か
ら
く
る
憂
悶
は
、
彼
の
人
間
性
に
、
な
ん
ら
か
の
影
響
を
与
え

た
に
ち
が
い
な
い
。
正
徹
の
生
涯
、
ひ
い
了
は
作
歌
愚
民
に
大
き
な
転
機
を
な

す
と
み
な
さ
れ
る
永
享
年
問
　
－
　
こ
の
年
代
の
詠
草
の
出
現
を
期
待
す
る
の

は
、
単
に
私
ひ
と
り
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
ほ
ど
、
大
東
急
記
念
文
醇
の
三
浅
勇
吉
氏
の
街
好
意
で
「
大
東
急
記
念

－13－



文
望
冒
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
古
写
本
を
弄
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ

の
な
か
に
、
「
永
享
九
年
正
徹
詠
草
」
　
（
仮
題
）
と
お
ぼ
し
き
も
の
を
み
つ
け

た
。
こ
れ
が
「
実
隆
公
記
別
記
」
に
記
さ
れ
た
も
の
と
同
類
の
も
の
か
ど
う
か

は
、
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
永
享
九
年
の
正
徹
詠
草
に
関
し
て
は
、
は
や
く
、

井
上
宗
雄
氏
が
「
近
琶
壱
本
図
録
」
に
、
そ
れ
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
（
「
正
広
お
よ
び
招
月
庵
の
門
流
に
つ
い

て
」
文
学
語
学
第
2
8
号
）
私
信
で
お
た
ず
。
し
た
と
こ
ろ
、
守
臣
孝
氏
蘇
本
で

あ
っ
た
が
、
い
ま
は
散
逸
し
て
所
在
不
明
と
の
こ
と
。
こ
れ
と
、
大
東
急
記
念

文
琉
蕾
本
と
が
同
一
物
と
い
う
可
能
性
が
で
て
く
る
。
「
近
壁
巻
本
図
録
」
に

か
か
げ
る
巻
末
の
部
分
の
写
真
一
挙
竺
井
上
氏
の
御
好
意
で
、
送
っ
て
い
た

だ
い
た
が
、
一
画
の
行
数
、
一
行
の
字
数
、
字
形
な
ど
寸
分
の
相
違
も
み
ら
れ

な
い
。小

稿
で
は
、
新
資
料
「
永
享
九
年
正
徹
詠
革
」
の
紹
介
を
か
ね
て
、
こ
こ
か

ら
明
確
に
さ
れ
る
、
正
徹
の
伝
記
上
の
、
二
、
三
の
問
題
を
諭
述
し
て
ゆ
き
た

い
。注

－
、
大
日
本
史
科
人
ノ
十
五
、
文
明
十
五
年
二
月
一
日
参
照

注
甘
、
現
在
ま
で
、
十
数
本
の
草
根
隻
伝
本
を
調
査
し
え
た
が
、
永
享
九
年

の
詠
草
を
み
な
い
。
正
伝
が
編
姦
し
た
当
時
、
す
で
に
散
逸
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
．

注
甘
、
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
』
三
子
墓
参
輿
こ
の
こ
と

後
述
。

次
に
、
大
東
急
記
念
文
庫
荘
「
水
茎
九
年
正
徹
詠
草
」
　
（
以
下
、
正
徹
詠
草

と
略
称
）
を
紹
介
す
る
。

写
本
一
冊
。
縦
二
五
・
七
糎
、
横
十
八
・
八
糎
。
袋
綴
。
表
紙
は
金
色
の
紙

表
紙
。
そ
の
上
を
、
練
糸
の
網
絹
物
で
再
っ
て
お
る
。
撃
は
な
く
、
は
げ
落

ち
た
形
跡
も
み
ら
れ
な
い
。
題
名
を
し
る
し
た
墨
跡
が
な
い
の
で
、
最
初
か
ら

書
名
を
欠
い
て
2
ル
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
は
、
先
の
よ
う
な
仮
題
と
す
る
。

本
文
料
紙
は
鳥
の
子
。
巻
頭
に
一
丁
、
巻
末
に
二
枚
の
遊
紙
を
お
く
。
墨
付

は
す
べ
て
二
十
九
丁
。
一
面
は
十
行
書
。
歌
は
、
上
下
句
に
分
け
、
二
行
書
を

原
則
と
す
る
。
歌
題
、
詞
要
は
、
歌
の
一
字
～
二
字
下
り
。
表
紙
な
ど
、
相
当

に
古
色
を
お
び
、
虫
損
も
所
々
に
み
ら
れ
る
が
、
解
読
に
は
そ
れ
ほ
ど
さ
し
つ

か
え
な
い
。
太
文
最
後
の
二
十
九
丁
表
に
は
、
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

招
日
清
岩

永
享
九
年
七
月
十
二
日
書
之

仙
啓
∵
王
　
　
ま
い
る

さ
ら
に
、
二
十
乱
丁
芸
に
は

此
一
帖
詠
歌
墨
痕
無
疑
者
乎

如
今
園
長
戌
申
仲
秋
十
六
日
一
覧

之
次
記
之

也
足
型
　
花
押

と
、
中
院
通
膵
の
識
語
が
あ
る
。
こ
の
箕
跡
は
、
あ
き
b
か
に
本
文
と
は
相
違

す
る
の
で
、
通
路
が
太
文
右
書
写
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

極
札
に
よ
る
と
、
写
本
一
冊
は
、
正
徹
白
笹
と
判
琶
「
て
い
る
。
も
し
、
毎

札
を
信
用
す
る
と
な
れ
ば
、
容
等
年
代
は
、
項
容
に
記
す
よ
う
に
、
永
事
九
年

七
月
十
二
日
と
な
る
。
自
室
で
な
い
場
合
で
も
、
室
町
末
期
は
く
だ
ら
な
い
と
、

恩
う
。極

札
の
印
章
は
、
琴
山
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
正
徹
自
筆
を
判
別
し
た
琴
山
の

極
札
は
、
現
在
ま
で
に
一
二
本
み
て
い
る
。
天
理
図
書
館
癒
「
後
撰
倭
討
集
」
、
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同
戒
「
新
某
和
歌
集
」
芭
経
閤
文
庫
蔵
「
和
歌
滅
頂
秘
密
抄
」
で
あ
る
。

管
見
に
入
っ
た
、
他
の
正
徹
自
笠
と
さ
れ
る
筆
跡
（
注
I
）
と
比
較
し
、
た
だ

ち
に
同
筆
と
判
定
し
か
ね
る
が
、
近
似
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
新
札

の
ご
と
く
、
自
筆
と
み
て
よ
い
か
と
思
う
が
、
い
ま
は
、
速
断
を
ひ
か
え
た
い
。

写
本
一
冊
は
、
題
岸
、
墨
密
拒
よ
る
書
名
な
く
、
奥
書
に
「
招
月
活
岩
」
と

あ
る
だ
け
な
の
で
、
本
文
が
、
正
徹
自
身
の
詠
茸
か
ど
う
か
、
一
応
、
疑
っ
て

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
正
徹
詠
草
」
と
「
草
根
集
」
を
比
較
す
る
と
、
現
在
ま
で
の
調
査
範
囲
で

は
、
次
の
よ
う
に
十
六
首
の
一
致
歌
を
み
い
だ
し
た
。
（
上
は
正
徹
義
軍
の
首

句
。
番
号
は
、
私
に
は
ど
こ
し
た
。
下
は
そ
れ
に
相
信
す
る
丹
鶴
叢
書
革
顆
環

上
巻
の
寛
数
と
何
首
目
か
を
元
し
て
い
る
）

‖
　
人
そ
う
き

2
6
　
世
々
か
け
し

ハ
U

d
一

．ヘリ
d
T

只
U

J
H
u

05357
9

よ
る
鬼
は

さ
ら
て
世
に

夢
な
れ
や

月
の
も
る

か
へ
り
み
る

九
代
の

二
八
三
9

二
七
〇
1

二
二
二
n

二
六
二
一
4

二
七
五
8

二
二
五
1
1

二
九
八
1
3

三
二
一
1

8
0
　
ぬ
る
か
う
ち
に
　
三
二
一
2

113112111110105　83　81

わ
た
る
せ
や
　
　
三
二
一
3

卑
を
か
ふ
る
　
　
三
二
一
6

に
は
の
う
み
や
　
二
一
七
1
5

は

る

か

な

る

　

一

六

一

9

か

き

を

き

し

　

一

六

二

1

こ

れ

よ

り

も

　

一

六

二

2

め
く
り
き
て
　
　
二
一
八
1
3

こ

の

内

、

1

1

、

2

6

、

4

0

、

4

5

、

筋

、

5

0

、

璧
0
5
の
八
百
は
、
す
べ
て
「
草
根
集
」

l

巻
四
、
五
、
六
の
、
詠
歌
年
代
不
明
の
巻
に
集
中
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

十
六
首
の
一
致
語
は
、
こ
の
詠
草
が
、
正
綴
目
身
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証

附
し
て
い
る
。
（
日
次
翫
草
な
の
で
、
確
定
的
で
あ
る
）
ま
た
、
永
享
九
年
か

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ど
う
か
は
、
準
頭
に
「
永
享
九
の
と
し
む
月
の
朔
日
」
と
、
以
下
七
月
ま
で
の

日
次
を
つ
づ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
確
証
す
る
も
の

と
し
て
、
「
正
御
詠
茸
」
に
「
人
の
と
ふ
ら
ひ
に
一
品
経
の
寄
上
み
L
に
序
晶

を
」
と
詞
暫
し
で
、
五
首
訊
歌
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
四
首
は
、
「
草
根

隻
」
巻
上
ハ
の
経
文
部
顆
と
一
野
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
立
坪
集
」
の
訂
翠
は

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

「
永
享
九
年
五
月
五
円
圃
障
壇
信
お
や
の
十
三
回
己
昔
あ
た
的
侍
る
と
て
♯
八

品
八
人
（
に
一
本
ア
リ
）
す
1
め
し
」
と
あ
り
、
‡
貫
年
と
矛
盾
し
な
い
。

（
注
l
）

以
上
の
老
額
に
よ
っ
て
、
こ
の
写
本
一
冊
H
、
永
享
九
年
の
正
鞘
諏
草
で
あ

る
こ
と
が
間
際
と
な
っ
た
。

「
正
概
説
草
」
は
、
正
月
一
日
か
ら
、
七
日
十
二
日
ま
で
の
日
次
詠
茸
で
あ

り
、
す
べ
て
二
七
首
の
歌
を
含
む
。
内
、
一
首
は
ノ
詞
書
中
に
あ
る
了
俊
の

歌
、
他
に
二
百
、
贈
答
歌
に
よ
る
他
人
の
歌
が
あ
る
。

正
月
七
日
に
は
、
連
歌
尭
行
の
来
蕗
の
も
と
で
詠
歌
し
、
一
二
月
に
は
、
例
年

の
よ
う
に
、
東
山
問
辺
の
花
見
に
で
か
け
て
い
る
。
六
月
十
七
日
に
は
、
郡
を

へ
て
、
賀
茂
河
、
白
河
、
四
宮
河
原
、
走
井
、
逢
坂
の
関
と
旅
を
続
け
て
い

る
。
こ
の
部
分
は
、
所
々
の
歌
枕
に
古
人
を
し
の
び
、
清
い
泊
る
耳
の
不
安
を

歌
っ
て
、
す
ぐ
れ
た
粕
行
文
と
も
な
っ
て
い
る
。
荘
徹
の
歌
は
、
大
部
分
、
詔

型
で
あ
る
が
、
「
正
顆
訊
草
」
に
け
、
長
い
詞
書
と
、
折
に
触
れ
て
心
情
の
吐

霞
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
こ
の
事
両
で
も
、
園
、
味
あ
る
問
問
右
揖
出
し
て
い

る
。以

上
が
、
「
正
徹
詠
草
」
の
概
略
で
あ
る
。

誉
丁
静
買
聖
文
誉
荘
「
徒
讐
阜
」
・
大
東
急
記
念
文
長
流
「
聖
二
首
和
歌
」
・

天
理
図
誓
箪
寝
「
拾
遺
愚
草
」
な
ど
。
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江
狂
、
「
草
根
集
」
は
、
「
正
徹
詠
草
」
を
直
接
資
料
と
し
て
い
な
い
。
経

文
部
歌
に
は
、
こ
の
時
の
詠
歌
と
し
て
、
他
に
二
首
み
え
、
逆
に
「
正
徹

詠
茸
」
の
一
首
は
み
え
な
い
。
別
の
手
控
え
を
資
料
と
し
た
の
で
あ
ろ

▼
つ
。

二

今
ま
で
の
資
料
枚
封
を
基
盤
と
し
て
、
新
資
料
よ
り
明
確
に
さ
れ
る
正
徹
の

伝
記
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

ヽ

　

ヽ

「
草
根
集
」
巻
三
の
「
同
（
永
子
）
八
年
九
月
廿
六
日
昌
山
右
馬
頭
持
純
同

ヽ

治
少
玩
義
看
桧
均
覚
空
僧
都
子
（
小
一
本
）
弟
正
広
な
と
後
鳥
羽
院
水
無
頼
殿

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

の
御
跡
を
た
つ
ね
」
云
々
と
い
う
詞
書
と
、
「
永
享
十
一
年
八
月
廿
二
日
人
々

と
も
な
ひ
て
玉
津
島
へ
参
り
て
」
云
々
と
の
間
に
、
①
特
軍
義
持
と
の
交
誼

㊤
六
角
東
洞
院
か
ら
春
日
西
洞
院
へ
移
思
し
た
こ
と
㊥
正
広
ら
と
長
谷
寺
に
参

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

寵
し
た
と
い
う
、
応
永
未
年
の
一
連
の
回
想
録
（
注
－
）
に
続
き
、
次
の
よ
う

な
、
了
俊
と
の
懐
し
い
思
い
出
を
と
ど
め
て
い
る
。

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

応
永
の
初
の
頃
了
俊
と
と
も
な
ひ
て
石
山
に
ま
う
て
侍
L
に
御
堂
の
は
し

ら
に
了
俊
か
き
つ
け
ら
れ
し
歌

仰
は
る
か
な
る
南
の
海
の
補
陀
ら
く
の
石
の
山
に
も
跡
は
た
れ
け
り

予
そ
の
撃
を
と
り
て
か
き
つ
け
し

㈱
跡
た
る
ゝ
こ
ゝ
さ
へ
同
し
波
の
上
に
南
の
海
も
遠
か
ら
ぬ
か
な

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

そ
の
後
廿
四
年
を
へ
た
て
ゝ
粟
津
に
か
り
そ
め
に
任
し
こ
ろ
同
寺
に
詣
て
む

か
し
佗
公
の
か
ゝ
れ
し
歌
を
見
L
に
あ
と
も
な
く
き
え
て
と
こ
ろ
7
1
あ
り

L
を
京
に
覚
え
て

の
か
き
お
き
し
南
の
海
の
う
た
か
た
も
滑
る
も
し
は
の
跡
そ
悲
し
き

同
l
　
時
源
氏
の
問
と
い
ふ
局
の
壁
に
か
き
つ
け
し

⇔
こ
れ
よ
り
も
な
か
れ
し
水
の
源
を
わ
つ
か
に
く
め
る
未
を
し
そ
お
も
ふ

（

上

6

1

～

6

2

）

l
l

石
山
寺
に
参
詣
し
、
了
俊
・
正
徹
が
、
柱
に
歌
を
書
き
つ
け
た
の
は
、
「
応

水
の
初
」
の
こ
と
と
い
う
。
（
こ
の
時
の
歌
は
、
石
山
寺
と
補
陀
落
信
仰
と
の

結
び
つ
き
を
推
察
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
意
味
で
も
、
興
味
あ
る
問
題
を

提
出
し
て
い
る
）

そ
の
後
、
正
徹
は
、
再
び
石
山
寺
に
参
詣
。
消
え
か
か
っ
た
柱
の
文
字
に
、

今
は
な
き
了
俊
の
面
影
を
彷
彿
と
さ
せ
、
懐
旧
に
涙
し
た
。
正
徹
の
和
歌
の
師

で
あ
る
了
俊
と
の
行
動
を
示
す
、
こ
の
回
想
は
、
種
々
な
意
味
で
重
要
な
部
分

で
あ
る
。

従
来
、
こ
の
年
代
が
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
ま
ず
正
徹
が
、
再
度
石
山
寺
に
　
一

詣
で
て
、
回
顧
に
身
を
ゆ
だ
ね
た
の
は
、
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
年
代
を
め
　
2
1

ぐ
っ
て
、
種
々
の
瞳
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
今
、
そ
の
主
な
も
の
か
ら
．
考
一

証
過
程
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
結
論
だ
け
を
示
し
て
み
る
。

m
藤
原
隆
景
氏
。
応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）

（
「
正
徹
年
譜
」
国
語
と
国
文
学
昭
6
・
7
）

惚
児
山
敬
一
氏
。
応
永
二
十
七
年
か
二
十
八
年
説
。

た
だ
し
「
著
作
年
代
順
と
い
ふ
方
法
を
と
る
『
草
根
集
』
巻
一
二
の
編
纂
の
性

質
に
つ
い
て
、
ど
う
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
か
」
と
疑
問
を
提
出
さ
れ
、
了
俊

没
後
「
廿
四
年
」
と
す
る
か
と
別
説
を
も
あ
わ
せ
設
定
さ
れ
た
。
（
『
今
川

了
俊
』
1
8
～
1
9
〕

3

　

C

J

㈲
井
上
宗
碓
氏
は
応
永
未
年
で
あ
ろ
う
と
推
定
。

（
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
』
8
3
）

こ
の
よ
う
に
種
采
の
説
は
「
応
永
の
初
」
と
「
そ
の
後
廿
四
年
」
を
て
が
か
り



と
し
て
、
一
般
に
応
永
二
十
七
年
～
応
永
未
年
説
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
他

の
「
草
根
集
」
伝
本
も
、
こ
の
部
分
の
編
纂
形
式
は
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、

°

「
廿
四
年
」
は
、
内
閣
文
庫
蔵
の
十
冊
本
、
十
五
冊
本
、
十
八
冊
本
、
四
冊

本
、
尊
経
閤
文
庫
蔵
九
冊
本
、
京
都
大
学
蔵
本
、
陽
明
文
庫
蔵
本
、
書
陵
部
蔵

の
十
七
冊
本
、
入
冊
本
の
「
草
根
集
」
伝
本
は
、
す
べ
て
「
廿
飴
年
」
と
な
っ

て
お
り
、
若
干
の
相
違
が
で
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
、
大
幅
な
変
動
を
み
せ

る
と
も
恩
わ
れ
な
い
。
児
山
氏
の
指
摘
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
巻
一
二
の
年
代
順

編
纂
態
度
と
し
て
、
こ
の
時
点
を
、
応
永
二
十
七
年
～
応
永
未
年
と
す
る
に

は
、
し
っ
く
り
落
着
か
な
い
も
の
を
覚
え
る
。

と
こ
ろ
が
「
正
徹
詠
草
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
場
面
が
み
ら
れ
る
。

ヽ

ヽ

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

（
六
月
）
廿
六
日
石
山
に
ま
う
つ
舟
に
て
な
れ
は
こ
と
に
み
所
お
は
く
侍
し

か
と
も
み
ち
す
か
ら
は
達
膏
百
韻
に
て
上
下
」
　
（
2
6
オ
）
せ
し
か
は
訝
な
と

も
よ
ま
す
そ
侍
し
御
堂
ま
い
り
L
に
三
十
あ
ま
り
の
い
に
L
へ
故
伊
与
入
道

了
俊
と
ゝ
も
な
ひ
て
ま
い
り
た
り
し
に
西
の
柱
に

、

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ

ヽ

…
は
る
か
な
る
南
の
海
の
補
陀
羅
習
石
の
山
に
も
あ
と
は
た
れ
け
り
と

（
か
⊥
れ
L
に
予
も
笠
を
と
り
て
奇
か
き
し
を
み
れ
は
き
え
の
こ
り
た
る
も
し

．

▼

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ま
⊥
な
く
な
り
に
L
を
あ
は
れ
に
お
は
え
て
い
ま
又
か
き
つ
け
し

11
1
か
き
を
き
し
南
の
海
の
う
た
か
た
も
き
ゆ
る
も
L
は
の
あ
と
そ
か
な
し

・
き

紫
式
部
か
光
源
氏
つ
く
り
し
つ
は
ね
と
か
や
申
所
に
ま
か
り
て
か
た
は
か

り
つ
た
へ
し
物
語
の
こ
と
な
と
恩
ひ
て

ヽ
．
ノ

21
1
こ
れ
よ
り
も
な
か
れ
し
水
の
み
な
も
と
を
ゎ
っ
か
に
く
め
る
す
ゑ
を
し

′
．
ヽ

そ
お
も
ふ
　
　
　
　
（
改
行
は
写
本
に
従
っ
て
い
な
い
。
以
下
同
じ
。
）

こ
の
引
用
場
面
と
、
先
の
「
草
根
集
」
巻
三
の
場
面
と
を
比
較
す
る
と
、
ま
さ

し
く
同
一
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
諒
解
で
き
る
。
「
草
根
集
」
は
編
纂
に
あ

た
っ
て
「
正
徹
詠
草
」
を
直
接
資
料
と
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
一
の
注
甘
で
も

の
べ
た
が
、
こ
こ
も
、
1
0
＝
仰
、
1
1
＝
い
、
1
2
＝
亘
と
三
首
の
一
致
を
み
る

l

　

　

　

　

’

⊥

　

　

　

　

l

も
、
正
徹
の
㈱
「
は
る
か
な
る
」
の
歌
は
「
正
徹
詠
草
」
に
み
ら
れ
な
い
。
詞

書
も
か
な
り
相
異
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：

こ
う
み
て
く
る
と
、
正
徹
の
再
度
の
石
山
参
詣
の
年
時
は
、
永
享
九
年
二

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

四
三
七
）
六
月
二
十
六
日
（
正
徹
5
7
歳
）
と
、
月
日
ま
で
判
明
す
る
こ
と
に
な

る
。
通
説
よ
り
、
実
に
十
数
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
錯

誤
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
「
草
根
集
」
で
し
る
す
「
廿
四
年
」

（
ま
た
は
廿
後
年
）
は
、
「
正
徹
詠
草
」
の
よ
う
に
「
三
十
放
し
と
あ
る
べ
き

と
こ
ろ
を
、
誤
写
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
（
注
Ⅱ
）

永
事
八
年
と
永
享
十
一
年
の
問
に
、
永
享
九
年
の
石
山
参
詣
を
入
れ
た
「
草

根
環
」
編
芸
意
図
も
理
解
で
き
無
理
が
な
い
。
永
享
八
年
の
次
に
あ
る
、
一
連

の
応
永
未
年
の
回
想
を
つ
づ
り
、
今
さ
ら
に
、
応
永
期
の
了
俊
の
回
顧
を
、
永

事
九
年
の
時
点
で
配
置
し
、
再
び
年
代
順
の
編
纂
に
か
え
し
た
巧
妙
さ
を
み
て

と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

天
文
十
一
二
年
（
一
五
四
四
）
、
京
都
を
出
発
し
て
匹
P
に
向
っ
た
宗
牧
が
、

石
山
寺
に
詣
で

ま
こ
と
に
立
よ
り
み
れ
ば
。
か
な
た
こ
な
た
あ
れ
は
て
ゝ
。
清
岩
和

解
。
こ
1
よ
り
も
な
か
れ
田
け
る
み
な
も
と
を
わ
つ
か
に
汲
る
夫
を
し
そ
お

も
ふ
と
書
っ
け
ら
れ
た
る
も
。
わ
か
れ
ず
古
は
て
た
り
（
「
東
国
紀
行
」
群

書
類
従
第
十
八
輯
0
7
）

r
ヽ
し

と
、
正
徹
の
歌
を
し
の
ん
だ
の
は
、
そ
れ
か
ら
、
さ
ら
「
、
百
餃
年
後
の
こ
と

－・・22　－－・



で
あ
る
ヶ
時
の
放
れ
は
、
了
俊
の
詠
草
を
抱
滅
さ
せ
て
、
正
徹
を
悲
し
ま
せ

た
。
今
ま
た
、
正
徹
の
書
き
つ
け
・
蒜
氏
の
問
の
壁
の
水
茎
も
、
完
敗
の
目

に
、
さ
だ
か
で
な
か
っ
た
。
了
俊
・
正
徹
・
宗
牧
の
時
の
流
れ
を
痛
切
に
感
ぜ

し
め
る
も
の
が
あ
る
。

注
I
、
①
㊤
㊥
が
、
応
永
末
年
の
こ
と
で
あ
る
と
の
考
証
は
『
中
世
歌
壇
史

の
研
究
』
8
2
～
8
3
を
参
照
。

注
五
、
諸
本
に
も
「
三
十
餃
年
」
と
し
た
の
を
、
み
な
い
の
で
、
正
仏
の
編

顕
時
に
は
、
す
で
に
誤
写
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

三

次
に
、
当
然
問
題
と
な
る
の
は
、
正
徹
と
了
俊
が
石
山
寺
に
参
詣
し
、
柱
に

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

歌
を
書
き
つ
け
た
年
時
で
あ
る
。
正
徹
の
記
憶
を
も
っ
て
す
れ
ば
「
応
永
の
は

じ
め
」
と
な
る
が
、
応
永
の
年
号
は
、
遅
々
と
三
十
四
年
間
如
く
の
で
、
そ
の

ヽ

　

ヽ

時
点
を
ど
こ
に
設
定
す
る
か
に
よ
り
、
か
な
り
の
相
違
が
で
て
く
る
。
従
来
の

主
な
る
説
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

い
応
永
四
年
説
。
藤
原
隆
且
農
。
（
前
掲
論
文
）

似
応
永
二
～
五
年
説
。
荒
木
椅
氏
。
（
「
今
川
了
俊
覚
書
こ
法
文
論
叢
文
科
編

第
8
号
）

即
応
永
六
年
以
後
。
枚
璽
一
夫
氏
（
「
招
月
庵
正
徹
伝
教
抄
」
水
黛
昭
1
0
・
6

－
1
3
・
1
2
）

囲
応
永
八
、
九
年
墾
井
上
宗
雄
氏
。
（
前
掲
著
書
）

こ
う
い
っ
た
諸
説
が
生
じ
た
の
は
、
考
証
の
語
眼
点
を
「
応
永
の
は
し
め
」

と
い
う
正
徹
の
記
憶
と
、
応
永
年
間
に
お
け
る
、
今
川
了
俊
の
行
動
と
の
噛
み
あ

い
に
求
め
ら
れ
た
か
ら
で
1
ぁ
る
。
今
、
回
想
の
起
点
が
、
永
享
九
年
六
月
二
十

五
日
と
な
っ
た
以
上
、
逆
に
、
こ
こ
か
ら
稚
琵
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

ゝ

，

、

、

，

「
正
徽
詠
草
」
に
は
「
応
氷
の
ほ
し
め
」
の
こ
と
は
な
い
が
、
「
一
二
十
あ
ま
り

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

、

、

、

、

の
い
に
L
へ
」
と
あ
る
。
永
享
九
年
か
ら
三
十
年
前
は
、
応
永
十
四
年
二
四

〇
七
し
と
な
り
、
了
俊
と
石
山
へ
き
た
の
は
応
永
十
四
年
（
正
徹
2
7
歳
）
以
前

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

の
こ
と
と
な
ろ
う
。
「
あ
ま
り
」
を
大
幅
に
五
、
六
年
と
し
て
も
、
応
永
八
、

九
年
以
後
と
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
項
か
と
思
う
。

応
永
年
問
、
三
十
四
年
に
あ
っ
て
、
十
年
頃
を
「
応
永
の
は
し
め
」
と
呼
ん
で

も
奇
妙
で
は
な
い
。

今
川
了
倍
は
、
応
永
二
年
二
三
九
至
、
九
州
探
題
瓶
を
と
か
れ
て
京
都
召

還
の
身
と
な
っ
た
が
、
た
だ
ち
に
駿
河
国
の
守
護
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
応
永
六

年
二
一
二
九
九
）
の
大
内
童
弘
の
反
乱
の
輿
了
俊
は
、
幕
府
か
ら
疑
惑
の
目

で
眺
め
ら
れ
、
十
二
月
に
は
相
積
藤
沢
に
逃
げ
た
。
そ
し
て
「
難
太
平
記
」
を

著
し
た
応
永
九
年
（
一
四
〇
三
に
は
上
洛
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
（
注

l
）
こ
の
事
実
か
ら
お
し
て
も
、
応
永
十
年
頃
の
練
は
妥
当
と
思
う
。

『
異
説
日
本
史
』
で
信
用
す
べ
き
今
川
系
図
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
、
高
家
義

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

田
本
今
川
系
図
に
「
真
空
前
略
搾
題
在
職
二
十
六
年
而
応
永
三
年
丙
子
止
職
慧

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

、

勘
気
遠
州
中
田
堀
が
寺
に
閑
居
」
と
あ
っ
た
り
、
応
水
十
年
以
後
の
活
動
が
、

了
俊
の
挙
止
の
奥
書
以
外
に
全
く
不
明
で
あ
る
現
在
、
応
永
十
年
頃
、
石
山
参

詣
に
正
徹
と
行
動
を
と
も
に
し
た
了
俊
の
饗
を
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
難
太
平
記
」
　
（
応
永
九
年
）
　
「
二
言
抄
」
　
（
応
永
十
年
）
　
「
言
霞
集
」

（
応
永
十
三
年
）
　
「
源
氏
六
帖
抄
」
　
（
応
永
十
五
年
）
と
、
政
治
的
雑
音
か
ら

解
放
さ
れ
た
了
俊
は
、
帯
々
と
著
書
を
書
き
あ
げ
、
正
挙
り
と
和
歌
を
仲
介
に

し
た
交
誼
を
結
ん
で
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

注
l
、
今
川
了
俊
の
応
永
期
の
活
動
、
そ
の
他
に
関
し
て
は
、
伊
地
知
鉄
男

氏
『
今
川
了
俊
歌
学
書
と
研
究
』
、
荒
木
借
氏
「
今
川
了
俊
覚
書
」
、
金

子
金
治
郎
先
生
「
中
世
作
家
と
地
方
文
学
－
今
川
了
稜
の
九
州
探
題
時
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代
－
」
　
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
7
号
）
、
児
山
敬
一
氏
『
今
川
了

俊
』
な
ど
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

四

正
徹
の
五
十
歳
前
の
伝
記
が
詳
細
で
な
い
こ
と
は
先
で
の
べ
た
が
、
永
享
七

年
（
一
四
三
五
）
以
降
の
移
住
地
も
明
瞭
で
な
い
。
T
松
下
集
」
　
（
国
立
国
会

図
書
館
蔵
本
、
拝
1
）
に
よ
る
と
、
応
永
三
十
一
年
二
四
二
四
）
以
後
の
、

正
徹
の
移
住
地
の
変
貌
の
さ
ま
が
、
正
広
の
記
憶
を
通
し
て
察
知
す
る
こ
と
が

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

で
き
る
。
「
校
下
蔑
」
の
冒
頭
に
「
応
永
三
十
一
年
九
月
五
日
鰐
巌
六
角
東
洞

、

、

、

、

、

、

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

院
と
高
倉
と
の
問
北
項
辻
奥
草
庵
看
て
住
拾
（
中
略
）
次
の
秋
八
月
春
日
西
院

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

と
の
問
南
街
に
草
庵
立
住
稔
」
　
（
注
∬
こ
と
あ
る
が
、
こ
の
記
事
は
「
草
根

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

隻
」
巻
一
二
の
「
同
頃
の
秋
六
角
東
洞
院
と
高
倉
の
問
、
北
の
つ
ら
の
草
庵
よ
り

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

春
日
西
洞
院
な
る
所
に
う
つ
り
す
み
住
る
こ
ろ
（
上
6
0
～
6
1
）
と
一
致
す
る
。

l

　

つ

⊥

従
来
、
こ
の
移
居
の
年
代
は
不
明
確
で
あ
っ
た
が
、
「
校
了
集
」
　
「
草
根

隻
」

氏
は

前
、
≡・昂　の

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

一
致
で
「
同
頃
の
秋
」
は
、
応
永
一
二
十
二
年
八
月
と
わ
か
る
。
（
井
上

十、朽
二、院

細
川
清
元
の
死
が
、
応
永
三
十
三
年
十
月
な
の
で
、
そ
れ
以

ヽ≡
年
頃
か
と
、
正
し
い
推
定
を
さ
れ
て
い
た
。
前
掲
著
書
8
2
）

こ
れ
と
同
時
に
、
「
同
じ
頃
」
の
対
象
と
な
っ
た
、
正
徹
が
、
将
軍
肇
持
に
和

歌
の
こ
と
を
質
問
さ
れ
た
年
代
も
、
応
永
三
十
二
年
撃
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で

き
る
。「

枚
下
葉
」
に
よ
る
と
、
正
徹
は
、
応
永
三
十
四
年
へ
一
四
二
七
）
董
符
の

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

死
後
、
春
日
酉
洞
院
辺
の
草
庵
を
離
れ
、
一
条
室
町
に
一
年
住
み
、
次
の
年
、

今
熊
野
に
移
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
「
草
根
賃
」
の
永
享
元
年
冒
頭
の
「
春
日

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

酉
洞
院
に
草
庵
の
侍
L
も
す
み
す
て
侍
て
一
条
室
町
の
ほ
と
り
に
旅
の
や
と
り

と
て
し
っ
か
に
す
み
侍
る
」
　
（
上
7
6
）
お
よ
び
、
永
享
元
年
四
月
二
十
日
の

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

「
廿
日
よ
り
今
関
野
な
る
所
に
草
庵
を
む
す
び
て
」
　
（
上
関
）
と
一
致
し
、
移

住
の
場
所
と
時
期
が
龍
定
的
と
な
る
。

永
享
四
年
の
今
熊
野
の
草
庵
の
類
火
で
、
一
時
、
三
条
均
門
西
洞
院
の
辺
り

に
宿
り
（
草
根
馨
上
2
3
。
放
下
僅
〇
巷
阜
五
年
十
月
二
十
五
日
、
再
び
、
昔
住

l

み
な
れ
た
春
日
西
洞
院
辺
の
草
庵
に
住
み
つ
い
た
の
で
あ
l
た
。
（
草
根
莞
上

1

1

1

こ

・

∴

J

春
日
西
洞
院
草
庵
に
移
居
し
て
か
ら
、
永
事
十
二
年
ま
で
の
居
住
地
は
「
草

根
集
」
で
は
察
せ
ら
れ
な
い
。
そ
の
間
、
西
洞
院
草
庵
に
住
み
つ
い
て
い
た
と

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

も
考
え
ら
れ
な
い
。
「
正
徹
詠
草
」
に
三
月
の
未
、
「
春
日
西
洞
院
草
庵
を
た

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ち
い
つ
る
こ
と
あ
り
し
比
恩
つ
ゝ
け
し
」
　
（
1
6
オ
）
と
あ
る
の
で
、
永
事
五
年

か
ら
同
九
年
三
月
頃
ま
で
、
そ
こ
に
庵
を
構
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
西
洞
院

草
庵
を
離
れ
た
正
徹
は
、
以
後
、
「
か
り
そ
め
の
や
と
り
」
　
（
1
6
ウ
）
　
「
か

り
の
や
と
り
」
　
へ
1
7
オ
）
な
る
と
こ
ろ
に
身
を
置
い
て
い
た
。
さ
ら
に
、
六
月

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

十
七
日
都
か
ら
旅
に
で
て
「
か
ら
さ
き
志
賀
な
と
は
こ
1
よ
り
は
み
え
す
か
り

、

、

、

、

、

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

に
ゐ
る
へ
き
所
な
と
し
つ
ら
ひ
て
」
　
（
2
3
オ
）
と
旅
泊
を
定
め
て
い
る
。
「
こ

ヽこ
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
場
所
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
正
使
詠

草
」
で
は
、
三
上
山
、
比
艮
の
高
柏
な
ど
の
眺
望
さ
れ
る
地
と
す
る
が
、
具
体

的
地
名
の
明
記
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
正
徹
は
、
こ
の
草
庵
を
足
場
と
し
て
、

石
山
寺
に
詣
で
て
い
る
。
「
草
根
集
」
の
先
引
用
の
詞
書
か
ら
す
る
と
、
「
粟

°

　

°

　

°

　

°

　

＿

　

°

　

t

津
に
か
り
そ
め
に
住
し
」
と
あ
る
。
「
松
下
集
」
に
も
「
粟
津
の
西
か
さ
き
と

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

い
ふ
所
に
も
年
一
と
せ
は
か
り
住
総
」
と
あ
る
の
で
、
永
享
九
年
六
月
以
降

は
、
粟
津
の
西
か
さ
き
に
庵
を
む
す
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
正
徹
詠
草
」

に
、
「
七
月
一
日
立
秋
の
心
を
」
と
詞
書
し
て
「
ほ
あ
さ
ま
た
き
露
を
か
け
て

l

や
消
ぬ
ら
む
水
の
あ
わ
つ
の
秋
の
初
凪
」
と
畜
じ
た
の
は
、
精
に
、
そ
の
こ
と

を
元
し
て
い
る
。
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七
月
十
三
日
に
は
、
都
へ
帰
る
の
で
、
十
二
日
に
「
正
徹
詠
草
」
を
し
る
し

た
冒
を
の
ぺ
て
、
筆
を
お
い
て
い
る
。
し
か
し
、
予
定
の
よ
う
に
、
粟
津
の
庵

か
ら
離
れ
た
か
ど
う
か
、
疑
問
で
あ
る
。
「
松
下
賃
」
に
「
年
一
と
せ
は
か
り
」

住
ん
だ
こ
と
、
お
よ
び
、
「
草
根
集
」
　
巻
玉
に
、
湖
月
の
題
で
　
「
庵
し
め
て

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

°

°

見
L
は
三
年
の
秋
過
き
ぬ
あ
は
れ
粟
津
の
波
の
上
の
月
」
　
（
上
空
と
述
懐
し

2

て
い
る
の
に
、
各
々
、
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。
（
湖
月
の
冠
の
歌
は
、
巻
五

の
性
柘
か
ら
い
っ
て
（
注
里
永
享
期
の
も
の
と
思
う
二
一
、
三
年
は
、
粟
津
に

住
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

粟
津
か
ら
上
洛
し
て
、
五
条
甥
門
塀
川
辺
に
嘉
膏
元
年
（
一
四
四
一
）
ま
で

住
み
、
六
月
に
は
将
軍
番
数
の
横
死
と
と
も
に
、
三
宝
院
の
防
門
跡
辺
に
田
頭

し
た
こ
と
は
「
桧
下
集
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
応
永
未
年
か
ら
、
芳
書
元
年
こ
ろ
ま
で
の
．
正
徹
の
居
住
地
の
移
動
状

態
を
「
庄
徴
詠
草
」
「
松
下
莞
」
「
草
根
集
」
の
急
．
崩
を
使
用
し
て
考
察
し

て
き
た
。
次
に
明
際
を
き
す
た
め
表
元
し
て
み
る
。

年

時

注
I
、
「
放
下
莫
」
は
、
正
徹
の
弟
子
正
広
の
家
集
で
あ
る
。
現
在
ま
で
知

ら
て
れ
い
た
、
容
陵
部
蔵
本
、
神
官
文
庫
熊
本
、
内
聞
文
撞
藤
本
な
ど

は
、
す
べ
て
、
残
欠
本
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
井
上
宗
雄
氏
に
よ
り
「
放

下
環
」
の
完
本
が
、
国
立
国
会
図
容
館
で
発
見
さ
れ
、
報
告
さ
れ
た
。

（
前
掲
論
文
）
小
稿
で
引
用
す
る
の
は
、
こ
の
完
本
を
さ
し
て
い
る
。
正

徹
と
生
活
を
共
に
し
た
正
広
の
家
事
だ
け
に
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
き
わ
・

注
撃
譜
紅
は
、
正
宗
蒜
に
師
事
し
た
芸
す
べ
曇
の
で
、
1

記
憶
を
信
用
し
て
よ
い
。
「
昌
六
十
苦
歌
合
」
（
葉
書
琵
本
）
　
2
5

の
肢
と
も
一
致
す
る
。

注
頂
、
細
谷
置
周
氏
の
「
草
根
環
巻
四
、
五
、
六
の
考
察
」
国
語
国
文
昭

3
5
・
6
参
照
。

五

正
徹
が
「
折
壁
自
今
倍
己
に
、
一
首
も
入
学
し
な
か
っ
た
こ
t
r
右
め
ぐ
っ

て
、
古
来
、
括
々
な
伝
説
が
吹
聴
さ
れ
て
き
た
。
（
注
T
）
し
か
し
、
そ
れ
は

伝
説
の
ご
と
く
、
飛
鳥
井
雅
世
が
正
徹
の
天
才
を
憎
み
、
入
集
を
輯
否
し
た
の

で
は
な
く
、
将
㌶
義
教
に
忌
避
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
、
井
上
氏
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
（
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
』
3
2
～
3
3
）
す
な
わ
ち
、

つ

▲

　

l

「
松
下
債
己
に
言
恵
は
、
右
京
大
夫
躊
元
に
招
待
さ
れ
、
月
次
会
の
出
題
を
命



せ
ら
れ
、
田
家
と
い
う
題
で
一
首
詠
じ
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

此
奇
は
備
中
国
小
田
圧
と
て
庵
領
あ
り
普
広
院
殿
の
御
時
ゆ
へ
な
く
め
L
は

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

な
さ
れ
侍
り
御
代
の
後
や
か
て
安
堵
あ
り
L
を
愚
身
に
相
続
あ
り
て
老
僧
の

死
去
の
後
人
の
訴
訟
あ
り
て
知
行
せ
さ
り

と
、
あ
る
こ
と
よ
り
判
明
す
る
。
義
教
の
草
庵
預
投
収
年
時
に
関
し
て
は
、

「
富
根
隻
」
の
日
次
詠
茸
の
存
在
状
態
、
「
扶
桑
拾
莫
蛮
」
所
収
の
「
雪
花

述
懐
和
歌
庁
」
　
（
出
家
後
、
三
十
年
こ
ろ
、
認
言
に
あ
っ
て
忌
避
さ
れ
た
身
の

不
遇
を
な
げ
い
て
い
る
も
の
で
、
正
徹
の
作
と
さ
れ
る
）
　
の
視
点
よ
り
、
永
享

七
年
以
後
と
種
定
さ
れ
て
い
る
。
永
享
八
年
二
月
に
玲
兵
家
の
為
之
は
、
義
教

か
ら
小
野
庄
を
投
収
さ
れ
て
い
る
が
（
看
聞
勧
記
）
勅
撰
集
を
め
ぐ
っ
て
、
冷
義

家
と
の
関
係
で
、
正
徹
も
忌
避
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
（
注
∬
）

、
今
、
永
事
九
年
の
「
正
徹
詠
堪
」
の
歌
か
ら
、
当
時
の
心
境
を
う
か
が
っ
て

み
よ
う
。

7
1
い
か
な
ら
む
し
ら
ぬ
岩
木
の
か
け
に
か
は
し
は
し
の
露
の
身
を
も
を
か
ま

し
（
1
6
オ
）

°

　

°

　

°

　

’

　

°

　

°

　

h

　

°

　

°

　

‘

　

’

　

°

　

°

7
3
君
は
と
へ
い
の
ち
ま
つ
ま
の
草
の
庵
あ
り
L
に
ま
さ
る
露
の
か
な
し
き

（

1

6

ウ

）

0
1
生
あ
ほ
ゝ
我
身
を
て
ら
せ
世
に
い
て
ん
そ
の
あ
か
つ
き
の
あ
り
明
の
月

．
・
＿
ム

（
2
4
オ
）

な
ど
の
述
懐
の
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
に
老
の
不
安
に
お
の
の
い
て
い
る

ば
か
り
で
な
く
、
意
の
ま
ま
に
な
ら
ぬ
寂
し
さ
が
感
知
で
き
る
。
ま
た
、

風
の
空
へ
な
る
浮
雲
の
き
え
を
（
2
0
オ
）
ま
つ
は
と
水
の
口
の
う
た
か
た
の
た

e

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

t

　

　

°

　

　

°

　

‘

　

．

　

°

　

’

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

’

　

°

　

　

°

ゝ
よ
ふ
ひ
ま
も
心
を
の
は
ゆ
る
時
も
か
な
と
せ
め
き
つ
る
老
の
か
す
よ
り
も

°

　

　

°

　

　

°
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世
の
う
き
き
が
そ
身
に
あ
ま
り
（
2
0
ウ
）

と
、
世
間
に
処
し
て
ゆ
く
身
の
辛
さ
を
述
懐
し
て
．
い
る
。
こ
う
い
っ
た
、
行
末

の
不
安
、
身
の
不
遇
を
か
こ
つ
歌
は
散
見
す
る
。
こ
の
心
情
と
、
先
の
将
軍
義

教
の
辛
い
仕
打
ち
と
を
照
合
し
て
み
る
と
き
、
そ
こ
に
、
一
躍
、
相
通
ず
る
も

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

の
が
あ
る
。
将
軍
に
忌
避
さ
れ
、
話
居
し
た
頃
の
し
こ
り
が
吐
露
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
時
に
、
荘
庵
領
没
収
頸
件
が
、
永
享
七
、
入
定
で
あ

っ
た
こ
と
を
質
が
き
す
る
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
、
別
稿
に
縛
り
、
こ
こ
で

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

は
、
永
享
九
年
頃
の
王
徹
の
心
境
が
、
決
し
て
、
平
穏
無
事
な
も
の
で
な
く
、

身
の
不
遇
を
か
こ
ち
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

以
上
、
新
資
料
「
永
享
九
年
正
徹
義
軍
」
を
て
が
か
り
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
考
察
を
加
え
た
。

い
正
徹
ゐ
再
度
の
石
山
参
詣
は
、
棄
享
九
年
六
月
二
十
六
日
で
あ
っ
た
こ

と
。

扮
了
俊
と
石
山
寺
で
詠
歌
し
た
の
は
、
応
永
十
年
頃
で
あ
っ
た
こ
と
。

甥
応
永
未
年
か
ら
永
享
年
問
の
移
住
地
の
考
察
。

因
永
享
九
年
頃
の
正
徹
の
心
境
を
さ
ぐ
っ
た
こ
と
。

注
－
、
「
梅
庵
古
笠
伝
」
　
「
埼
尻
」
な
ど
。

巨
丑
、
こ
の
間
題
に
関
し
て
は
「
正
徹
と
将
軍
家
の
交
誼
過
程
の
考
察
」
と

題
し
た
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

お
わ
日
ソ
に

「
待
徹
散
華
」
に
は
、
そ
の
本
文
の
性
柘
と
若
菜
、
「
草
根
集
」
と
の
関
係
、

新
田
の
天
理
図
書
館
祓
本
「
永
享
五
年
正
徹
詠
茸
」
　
（
注
1
）
と
の
歌
稿
の
比

較
な
ど
、
多
く
の
問
題
㌢
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
の
研
究
に
ま
ち
た

い
。
今
回
は
、
正
徹
C
伝
記
方
面
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
諭
述
し
て
み
た
。

注
－
、
こ
の
新
資
料
は
、
谷
山
茂
、
国
枝
利
久
両
氏
が
「
正
徹
詠
茸
1
付
正

徹
百
首
－
」
　
（
文
学
語
学
第
鉢
号
）
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

26



〔
付
記
〕
こ
の
小
稿
を
な
す
に
際
し
、
親
切
な
御
教
示
御
配
膚
を
い
た
だ
い

た
、
井
上
宗
雄
氏
に
対
し
、
深
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
大
東
急
記
念
文
匿
の
三
浅
勇

吉
氏
の
御
好
意
に
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
　
（
昭
和
三
九
・
四
・
十
四
）

1
1
広
島
大
学
大
学
院
学
年
T
I
1

会
員
近
著
紹
介

苗
代
に
過
ぎ
む
と
念
へ
や
　
　
内
田
暁
郎
遺
稿

若
者
は
去
る
三
十
六
年
一
月
四
日
、
恒
の
た
め
四
十
二
歳
で
な
く
な
ら

れ
た
。
そ
の
三
年
目
に
当
り
、
故
人
の
先
粥
専
屋
俊
彦
、
親
友
評
田
浩
二
両

氏
の
お
骨
お
り
で
、
万
葉
に
関
す
る
論
文
七
篇
を
収
め
、
芦
原
輿
一
教
授
の

序
文
と
御
遺
族
の
方
々
の
あ
と
が
き
を
附
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
。
「
『

戎
本
反
歌
二
首
』
　
（
四
二
四
・
四
二
五
）
小
者
」
、
「
万
琵
集
反
歌
の
摸
供
す

る
一
つ
の
問
題
」
　
「
河
辺
宮
人
の
歌
」
　
「
大
津
皇
子
の
恋
」
　
「
万
葉
に
お

け
る
古
歌
の
詞
詠
」
　
「
万
葉
末
期
の
伝
謁
歌
」
の
講
論
文
に
、
欝
名
と
な

っ
た
「
万
代
に
過
ぎ
む
と
念
へ
や
」
菅
の
わ
せ
た
七
籍
。
「
万
葉
」
「
国

文
学
致
」
「
成
城
文
芸
」
「
和
歌
文
学
研
究
」
な
ど
の
雑
誼
に
発
表
さ
れ
た
も

の
・
万
葉
研
究
一
す
じ
に
打
ち
こ
ん
で
こ
ら
れ
た
故
人
の
学
識
と
情
熱
が
、

字
句
の
兢
々
に
ま
で
感
じ
ら
れ
る
。
紹
介
を
か
ね
て
、
御
笑
福
を
御
祈
り

す
る
と
共
に
、
御
遺
族
の
御
多
幸
を
御
祈
り
し
た
い
。
（
B
4
版
一
三
〇
ペ

ー
ジ
、
昭
和
三
九
年
一
一
万
刊
、
非
売
品
。
岡
山
県
浅
口
郡
金
光
町
内
田
禅
爾
）

荒
村
遺
稿
　
　
　
　
　
解
題
　
　
天
野
　
茂

明
治
文
献
資
料
茫
喜
の
社
会
主
璧
扁
I
の
一
冊
と
し
て
複
刻
刊
行
さ
れ

た
も
の
。
わ
が
国
の
革
命
詩
人
と
し
て
廿
五
才
天
折
し
た
松
岡
荒
村
の
遺

稿
は
、
そ
の
夫
人
、
友
人
た
ち
に
よ
っ
て
編
慕
さ
れ
た
が
、
五
百
部
の
限

定
版
で
あ
り
、
か
つ
発
行
直
後
、
発
売
禁
止
の
厄
に
あ
い
、
拝
観
本
と
な

っ
て
い
た
。
㌻
村
墾
後
六
〇
年
忌
に
当
っ
て
、
そ
の
原
型
の
ま
ま
の
忠
実

な
複
刻
が
行
わ
れ
、
荒
村
の
最
ち
深
い
甥
解
者
で
あ
る
天
野
茂
氏
の
解
説

が
付
し
て
あ
る
。
明
治
二
〇
－
三
〇
年
代
の
諸
思
想
・
社
会
運
動
史
上
に

占
め
る
荒
村
の
位
葦
を
知
る
上
に
重
要
な
文
献
で
あ
る
。
な
お
、
解
説
執

笠
者
天
野
氏
に
は
別
に
近
著
「
松
岡
荒
村
「
埋
も
れ
た
明
治
の
青
春
－
」

（
ペ
リ
カ
ン
睾
房
刊
、
昭
和
一
二
七
任
四
月
）
が
あ
り
、
荒
村
夫
人
西
川
文

子
の
ヱ
記
な
ど
は
じ
め
、
そ
の
他
の
関
係
作
品
資
料
を
も
収
載
す
る
と
共

に
、
こ
の
薄
命
の
詩
人
の
全
容
と
、
精
密
な
文
学
史
的
・
思
想
史
的
位
置

づ
け
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
昭
和
三
八
年
五
月
、
東
京
都
千
代
田
区
相
田

三
崎
町
二
／
玉
、
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、
六
〇
〇
．
へ
ー
ジ
、
一
八
〇
〇
円
）

tosho-seibi-repo
長方形




